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第１４回 教育委員会会議録
令和２年１０月２７日

１ 開 会

２ 会議録署名委員の指名 ～ 髙澤委員、山本委員

３ 前回会議録の承認 ～ 坪谷委員、瓜委員 承認

４ 報 告
報告第１号 教育長報告

５ 議 案
議案第１号 赤平市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況に関す

る点検・評価について

６ その他

７ 出席教育委員
教 育 委 員 山 本 由美子
教 育 委 員 瓜 郁 夫
教 育 委 員 坪 谷 嗣 香
教 育 委 員 髙 澤 司
教 育 長 高 橋 雅 明

８ 傍聴人を除き他に議場に出席した者
学 校 教 育 課 長 尾 堂 裕 之
社 会 教 育 課 長 野 呂 道 洋
学 校 教 育 課 主 幹 入 澤 克 司
学校教育課指導主事 内 潟 昭 仁

９ 傍聴人 ２人

会議時間：15時～15 時 30 分
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教 育 長 報告第１号 教育長報告について
空知教育局長（１０月１５日）、空知教育局義務教育指導監（１０月１
９日）による赤平市教育委員会訪問について報告。
令和３年度当初教職員人事協議に向け、異動対象者との面談を実施し
たことを報告。

教 育 委 員 （質問なし）

教 育 長 それでは、報告を終了し議案に移ります。議案第１号、令赤平市教育
委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況に関する点検・評価に
ついて、事務局からご説明いたします。

学校教育課長 議案第１号についてご説明いたします。
赤平市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況に関する
点検・評価についてご説明いたします。
報告書の１ページをご覧願います。
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、教育委員会
の事務の管理及び執行の状況につきまして、教育委員会は点検及び評価
を毎年実施し、議会に報告、公表することが義務付けられたことにより
行なうものであり、点検・評価を通して、今後の施策・事業の展開等に
活用し、教育行政の着実な推進に努めることが法改正のねらいであるこ
とから、市教委では法に基づく点検・評価を行ない、市民の皆様に教育
に関する事務の管理執行の状況についての説明責任を果たすとともに、
今後の施策・事業の展開等に活用し、より一層効果的な教育行政の推進
を図るため、要綱に沿って作成したところです。
なお、法律の規定にのっとり本教育委員会で承認を得ました後、本報
告書を市議会行政常任委員会に提出するとともに、ホームページ等で公
表するものであります。
次に、教育委員会の活動状況等でありますが、教育委員会委員の構成、
２ページから５ページまでは開催日、付議された案件について記載して
おり、６ページは教育費の決算状況について記載しております。
７ページは点検・評価の目的、対象、視点、方法について記載してお
り、評価基準Ａでは、順調がＡ、おおむね順調がＢ、見直し・改善がＣ、
休止・廃止の検討がＤで、評価基準に基づき４段階評価とし、下段の評
価基準Ｂでは、総合評価により①から⑤までの５段階評価としておりま
す。
８ページは、点検・評価の対象とした重点施策事業一覧となっており
ます。
また、外部評価会議設置基準にのっとり、第三者による点検及び評価
を実施することにより、教育行政に対する透明性を確保するとともに市
民への説明責任を果たすため、１０月２０日に外部評価会議を開催いた



3 令和２年第１４回教育委員会会議録

しました。
外部評価委員であります学識経験者の早坂氏、社会教育委員長の佐藤
氏、ＰＴＡ連合会副会長であります田村氏の３名から点検及び評価に関
するご意見・ご助言をいただいたところです。
９ページ以降は事務事業点検評価シートでありますが、教育委員会に
おける教育長報告などでもいろいろな状況についてお知らせしていると
ころですので、事業ごとの説明は省略させていただきます。
外部評価会議では、外部評価委員に対しあらかじめ報告書案を提示し、
会議当日は各事業について担当から評価の内容について説明を行い、評
価委員のご意見をいただきました。
外部評価会議における評価の変更や文言の修正はございませんでした
が、今後の改善策などに関連して何点かご要望などがありました。
社会教育関係全般としては、コロナ禍において様々な事業が中止、ま
たそのことに伴い施設利用者の減少が予想され、令和２年度の評価につ
いて困難になってくると考えられること。
「体力向上対策」について、何か継続的な試みをして「体力だけは優
れているまち」などできないものでしょうか。
「安全安心な学校給食の提供」について、栄養教諭が農家を取材しビ
デオレターを作成するなどにより、子どもの野菜嫌いが解消されたこと。
「奨学金返還免除」について、少しでも定住に繋がっていることを確
認できて良かったこと。
「不登校への対応と未然防止」について、もう少し地域とのつながり
を深められないでしょうか。
また、「図書館の運営と読書活動」について、今後の施設整備含め、滝
川市のようにより多く利用できるよう、内容を充実していってほしい。
などのご意見・ご感想をいただきました。
以上、ご提案申し上げますので、よろしくご審議くださいますようお
願いいたします。

教 育 長 ご質問はございませんか。

坪 谷 委 員
今年度、コロナ対策で休止中のフッ化物洗口について、再開の目処は

立っているのでしょうか。

教 育 長
実施により確実に飛沫が飛ぶということがあり、現段階で再開の見通

しは立てられていません。

山 本 委 員 図書館について、どのように整備していくかが課題と感じます。

学校教育課長
現在の場所及び規模で未来永劫存続するということにはならないの

で、今後の図書館について、市の公共施設全体のあり方の中でも検討が
進められるものと考えます。

社会教育課長 現状では、ソフト面の充実を図りながら、利用促進に努めています。
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瓜 委 員
学力向上対策について、教員の皆さんも一生懸命やっていただいてい

るが、結果が変わっていかない。やはり、ゲーム等の生活習慣が改善さ
れていないことが関わっているのでしょうか。

教 育 長

家庭学習の定着化がなかなか進んでいないということがあります。昔
と違って遊ぶものもたくさんあって、そうした誘惑にも打ち勝つことが
できるような生活習慣の改善を、難しいことではありますがあきらめず
に進めていきたい。

教 育 委 員 （その他なし。）

教 育 長 議案第１号については、承認することに決定してよろしいですか。

教 育 委 員 （異議なし）

教 育 長 （全員異議なしということで、）議案第１号は承認といたします。

教 育 長 （その他なし。）それでは、事務局から報告がございます。
学校教育課長 赤平市教育研究推進協議会指定の「赤平市立赤平中学校公開研究会」

が、１０月３０日（金）に開催されます。
次回の教育委員会は、令和２年１１月２７日（金）午後３時予定です。

教 育 長 以上を持ちまして、第１４回教育委員会を終了いたします。

署名委員

署名委員

書 記 学校教育課 総務･学校教育担当主幹


